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［飯野地区公民館が完成］P2－ P3
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生
涯
学
習
の
活
動
拠
点
と

な
っ
て
い
た
飯
野
地
区
公

民
館
。
以
前
の
公
民
館
は
、
昭
和

36
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
大

変
老
朽
化
が
進
み
、
地
区
公
民
館

と
し
て
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
市
で
は
、
飯
野
地
区
公
民
館

の
建
設
に
昨
年
11
月
か
ら
着
工
。

１
億
２
，
６
６
６
万
円
（
内
５
，

５
４
０
万
円
は
防
衛
省
か
ら
の
補

助
）
を
か
け
て
今
年
４
月
末
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建

て
で
延
べ
床
面
積
５
９
５
㎡
。
研

修
室
や
和
室
、
料
理
実
習
室
な
ど

が
あ
り
、
災
害
時
に
は
、
避
難
所

と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

落
成
式
は
、
７
月
17
日
に
現
地

で
行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
90
人

が
出
席
。
式
で
は
、
え
び
の
市
長

職
務
代
理
者
柳
田
和
幸
副
市
長
な

ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
同

公
民
館
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

落
成
式
の
後
に
は
、
大
研
修
室

（
研
修
室
１
）
で
記
念
式
典
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
柳
田
副
市

長
は
「
地
域
住
民
意
識
の
希
薄
化

が
叫
ば
れ
る
中
、
新
し
い
飯
野
地

区
公
民
館
の
完
成
は
、
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の

種
々
の
集
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
自
治
公
民
館
活
動

の
さ
ら
な
る
促
進
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
事
業
説
明
や
え
び
の
太
鼓

の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
同
公
民
館
を
拠
点

と
し
た
住
民
活
動
や
世
代
間
交
流

が
、
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿部　忠志さん
飯野地区公民館では、飯野地区の自治公
民館活動に関する相談に応じたり、活動
のお手伝いをしたりしています。建物や
設備が新しくなり、利用者から大変喜ば
れています。どの部屋もとても明るく、
開放的な雰囲気です。生涯学習活動や地
域活動の際は、ぜひ、ご利用ください。
飯野地区公民館☎ 0984‐33‐0030

社会教育指導員

〈写真説明〉❶関係者によるテープカット。このほか、落成式で
は看板の除幕も行われた❷飯野地区公民館の完成を祝い、記念式
典で勇壮な太鼓演奏を披露するえびの太鼓の皆さん❸料理実習室
は一度に 37 人の利用が可能。各種料理教室などが行われる❹和
室１（14 畳）。和室２（８畳）とつなげて利用することも可能❺
事務室で自治公民館長の相談に応じる阿部さん（左）❻明るく天
上の高いロビー。ロビーには各種パンフレットや自動販売機も設
置され、憩いの場ともなる❼大研修室（研修室１）は天井を高く
してあり、郷土芸能の練習にも支障が出ないようにされている。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
社
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育
課
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２
２
６
８
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日
々
の
訓
練
で
磨
き
抜
か
れ
た

消
防
操
法
技
術
を
競
うD I G E S T

決して大会だけのためではない。

尊い人命や大切な財産を

自分たちの手で守るため

えびの市消防団は

日々訓練に励んできた。

その熱い男たちの魂に迫った―。

１

３分団 10部

坂山孝道　部長

市の大会では、３年ぶり２
回目の優勝です。雨の中、
なかなか思うような練習が
できませんでしたが、先輩
方や他の団員の協力、家族
の理解があったからこそで
きた優勝です。西諸大会で
は悔いのない操法ができま
した。来年また優勝できる
ように、いちからがんばっ
ていきたいと思います。

３分団１部

阿多健一　部長

市の大会では７連覇を達成
でき、また、西諸大会では
初優勝することができま
した。これも家族や団員、
OB や地域の皆さんの応援
があったからこそです。各
団員「優勝したい」という
思いが強く、京町の伝統が
できてきたと思います。こ
れからは、この伝統をいつ
までも守りたいですね。

１分団８部

駮丸徳仁　部長

選手はもちろん、ほかの団
員や地域の皆さん、そして
家族の助けがあったからこ
そできた優勝です。西諸大
会ではおしくも１点差で２
位でしたが、精一杯の操法
ができました。これまで、
部員のみんなから支えても
らったので、今度は私が、
次の部長やみんなを指導、
応援していきたいですね。

優勝部の部長に話を聞きました

※一番右の地区名は管轄区。

小型ポンプの部
優　勝 ３分団10部 上浦

準優勝 ３分団３部 中浦

３　位 １分団10部 大明司、山内

ポンプ自動車の部
優　勝 ３分団１部 京町、上向江

準優勝 １分団４部 上・中・西上江

３　位 １分団２部 飯野麓

小型ポンプ積載車の部
優　勝 １分団８部 田代、出水

準優勝 ３分団５部 上島内

３　位 ３分団６部 南・北岡松、溝ノ口、西内竪

４　位 ３分団８部 西川北

５　位 ３分団２部 水流、東・中内竪、南・北昌明司

６　位 １分団６部 今西、池島

西諸支部操法大会結果
３分団 10部（小型ポンプ）＝準優勝
３分団１部（ポンプ自動車）＝優勝
１分団８部（小型ポンプ積載車）＝準優勝

■消防操法大会結果

えびの市消防団

操法大会ダイジェスト

　

え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点
検
・

操
法
大
会
は
、
７
月
12
日
、
炎
天

下
の
中
、
永
山
河
川
敷
運
動
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消

防
技
術
や
団
員
の
士
気
の
向
上
を

図
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
同
大
会
に
は
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
に

32
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

各
部
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や

早
朝
に
集
ま
り
、
日
々
訓
練
に
汗

を
流
し
て
き
ま
し
た
。
早
い
と
こ

ろ
で
は
、
４
月
か
ら
練
習
に
取
り

組
ん
だ
部
も
あ
り
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
各
部
と
も
そ
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
。
見
事
入
賞
し

た
部
、
入
賞
を
逃
し
た
部
と
あ
り

ま
し
た
が
、
団
員
た
ち
は
、
機
敏

な
動
作
や
的
確
な
機
械
器
具
の
操

作
、
気
合
い
の
入
っ
た
声
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
諸
支
部
消
防
操
法
大

会
が
、
７
月
26
日
、
野
尻
町
で
行

わ
れ
、
こ
れ
に
は
、
市
の
大
会
の

優
勝
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

雨
と
い
う
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
え
び
の
市
代
表
に
ふ
さ
わ
し

い
操
法
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
、

３
分
団
１
部
が
悲
願
の
初
優
勝
を

達
成
。
西
諸
支
部
消
防
操
法
大
会

で
の
同
部
門
で
の
優
勝
は
、
昭
和

63
年
以
来
で
す
。
同
部
の
阿
多
部

長
は「
や
っ
と
優
勝
で
き
ま
し
た
。

厳
し
い
練
習
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
つ
い
て
き
て
く
れ
た
み
ん
な

に
感
謝
し
ま
す
」
と
喜
び
を
噛
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
は
、
団
員
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん

の
協
力
、
家
族
の
理
解
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

消
防
団
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

えびの市消防団
操法大会ダイジェスト

〈写真説明〉１.火点（標的）目がけて必死に放水する選手。火点を倒すまでの所要時間も審
査される２.「放水止め」。各選手間での的確な伝達も重要な要素の一つ３.ホースを投げる選
手。ホースをまっすぐ投げることで、タイムの短縮、高得点につながる４.伝達の声も大き
く気迫のある声で５.「集まれ」の号令後、一斉に一歩目を踏み出す選手たち。左足の高さも
見事にそろっている６.写真５の後、２m先にある幅約５㎝の集合線にきれいに並ぶ選手た
ちの足７.ドアの開閉の幅、確認する顔の角度もここまで合えば見事８.選手の鋭い眼差し。
士気の高さがうかがえる９.市の大会で選手宣誓をした３分団７部の松下幸司部長
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みやざき県民総合スポーツ祭

えびの市選手団大活躍
友清徹也さんに法務大臣から感謝状

人権擁護委員として27年尽力
04 03 02 01
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■お問い合わせ先
市社会教育課（☎ 0984‐35‐2268）

■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室（内線 350）

　

人
権
擁
護
委
員
を
９
期
27
年
間

務
め
た
友
清
徹
也
さ
ん
に
、
こ
の

ほ
ど
、
法
務
大
臣
と
宮
崎
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
会
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、「
人
権
擁
護

委
員
法
」
に
基
づ
い
て
職
務
を
行

い
ま
す
。
市
民
の
基
本
的
人
権
が

侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

監
視
し
、
も
し
、
こ
れ
が
侵
犯
さ

れ
た
場
合
は
、そ
の
救
済
の
た
め
、

速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と
る
と

と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の

普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

友
清
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
か
ら

平
成
21
年
６
月
30
日
ま
で
同
委
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

都
城
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
常

務
委
員
や
同
協
議
会
え
び
の
地
区

部
会
の
副
部
会
長
も
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

感
謝
状
の
伝
達
式
は
、
７
月
24

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
え
び
の

市
長
職
務
代
理
者
柳
田
和
幸
副
市

長
が
「
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
後
輩
の
ご

指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
友
清
さ
ん
は
、「
27

年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
務

め
て
こ
れ
た
の
も
、
大
先
輩
方
が

い
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
て
、
今
の
世
の
中
で

も
ま
だ
ま
だ
差
別
発
言
や
人
権
侵

犯
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
退
任
し
ま
し

た
が
、
頼
り
に
な
る
後
輩
た
ち
が

い
る
の
で
、
心
配
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
私
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
教
え
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

れ
し
い
で
す
。
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

に
向
け
て
い
い
弾
み
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
結
果
】

［
陸
上
］◎
１
，５
０
０
㍍
（
45
～

49
歳
の
部
）
優
勝
＝
三
浦
義
朗

（
10
連
覇
）
◎
２
，０
０
０
㍍
（
75

歳
以
上
の
部
）
２
位
＝
清
水
常

喜
◎
３
，０
０
０
㍍
（
40
～
44
歳

の
部
）
３
位
＝
松
本
康
裕
◎
３
，

０
０
０
㍍
（
50
～
54
歳
）
優
勝
＝

井
上
忠
◎
10
㎞
ロ
ー
ド
（
45
～
49

歳
）
３
位
＝
小
野
辰
実

［
水
泳
］
◎
50
㍍
自
由
形
（
50
歳

以
上
の
部
）
２
位
＝
前
野
昇
陽

［
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
］

◎
男
子
70
歳
代
の
部
優
勝
＝
堀
之

内
千
秋
◎
男
子
80
歳
代
の
部
優
勝

＝
中
西
良
治
、
同
２
位
＝
内
野
四

郎
◎
女
子
70
歳
代
の
部
２
位
＝
山

崎
幸
子
、
同
３
位
＝
荒
貝
ミ
キ

［
団
体
］
◎
相
撲
＝
３
位
◎
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
（
Ａ
級
）
＝
優
勝

◎
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
１
部

＝
３
位
◎
同
女
子
２
部
＝
３
位
◎

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＝
３
位
◎

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
＝
優

勝
（
６
連
覇
）
◎
新
体
操
＝
優
勝

　

６
月
に
宮
崎
市
な
ど
で
開
催
さ

れ
た
み
や
ざ
き
県
民
総
合
ス
ポ
ー

ツ
祭
。
同
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
は
、
市

体
育
協
会
会
長
の
蕨
南
善
之
さ
ん

を
団
長
に
、
市
民
約
４
０
０
人
が

出
場
し
、初
優
勝
や
10
連
覇
な
ど
、

見
事
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
、
上
位
入
賞
を
果
た

し
た
選
手
の
皆
さ
ん
が
柳
田
和
幸

副
市
長
に
結
果
を
報
告
。
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
で
初
優
勝
し
た
選
手

兼
監
督
の
安
藤
和
仁
さ
ん（
町
区
）

は
、「
強
豪
が
そ
ろ
う
中
、
日
々

の
練
習
が
実
を
結
び
、
と
て
も
う

みやざき県民総合スポーツ祭で活躍された皆さん。

受診率 65％の達成に向けて

特定健診の集団健診を実施
８人に交通指導員を委嘱

市民の交通安全のために

■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係（内線 283・284）

■お問い合わせ先
市総務課防災対策係（内線 313・316）

　

え
び
の
市
交
通
指
導
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
、
７
月
22
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
指
導
員
は
、
市
民
の
交
通
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
え
び
の

警
察
署
長
、
え
び
の
交
通
安
全
協

会
長
の
推
薦
を
受
け
て
市
長
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
今
回
、
８
人
の

方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
主
に
、
街
頭
で
の
定
期
的
な

交
通
指
導
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

で
の
交
通
整
理
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
21

年
７
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
６
月

け
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
体
の

中
の
変
化
（
血
管
の
変
化
）
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
若
く
て

元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」、「
ど
こ
も

悪
く
な
い
、
痛
く
も
な
い
」
と
い

う
方
も
、
年
１
回
は
自
分
の
体
の

状
態
を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
集
団
健
診
日
程
】

◎
実
施
日
＝
平
成
21
年
11
月
12
日

（
木
）・
11
月
13
日
（
金
）・
11
月

15
日
（
日
）［
受
付
時
間
＝
午
前

８
時
～
午
前
９
時
］

◎
対
象
＝
平
成
21
年
４
月
１
日
付

け
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
～
74
歳
の
方
（
対
象
の

方
に
は
５
月
末
に
黄
色
い
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
）

◎
会
場
＝
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
す
で
に
、
特
定
健
康
診
査
や
人

間
ド
ッ
ク
を
医
療
機
関
で
受
け
た

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
込
方
法
＝
市
健
康
保
険
課
市

民
健
康
係
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
＝
平
成
21
年
９
月
30

日
（
水
）
※
定
員
に
な
り
次
第
、

申
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。
お
早

目
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今回委嘱された交通指導員の皆さん。

２
年
連
続
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

が
達
成
で
き
る
よ
う
、
今
後
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
え
び
の
市
交

通
指
導
員
協
議
会
会
長
の
福
満
義

秀
さ
ん
（
駅
前
区
）
は
、「
先
日

３
６
５
日
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と

い
う
こ
と
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
２
年
、
３
年
と
伸
ば
せ
る

よ
う
、
私
た
ち
が
少
し
で
も
貢
献

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
事
故
の
な
い
安

全
な
通
学
路
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

30
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
、
え
び
の
市

長
職
務
代
理
者
柳
田
和
幸
副
市
長

は
、「
日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
な
街

頭
指
導
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
伴
う
交
通
整
理
な
ど
、

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
７
月
１
日
で
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
え

び
の
市
で
の
最
長
記
録
は
６
３
９

日
で
す
の
で
、
記
録
を
更
新
し
、

感謝状の伝達を受ける友清徹也さん（一番右）。

　

市
で
は
６
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

加
入
の
方
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
日
程
で
集
団

健
診
を
行
い
ま
す
。
病
院
に
か
か
っ
て

い
な
い
方
や
、
平
日
は
仕
事
で
健
診
が

受
け
ら
れ
な
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
集
団
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
は
、
自
分
の
体
の
中
の
状
態
を

知
る
こ
と
で
病
気
を
予
防
し
、
健
康
的

な
生
活
を
送
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
の
血
管
は
体
と
同
様
に

老
化
し
て
い
き
ま
す
。血
管
の
老
化（
健

康
状
態
）は
、健
診
を
受
け
な
い
と
知
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
受

昨年度は健診を受けていただき
ありがとうございました。
昨年度の特定健康診査の受診率は
13.8％でした。今年もぜひ受けてい
ただき、えびの市の今年度の目標で
ある受診率 35％を皆さんで達成し
ましょう（最終目標は平成 24 年度
までに受診率 65％です）。



（魚のチリソースかけ）
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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西
長
江
浦
地
区
の
大
太
鼓
踊
り

●　
写
真
／
昨
年
の
南
方
神
社
大
祭
で
踊
ら
れ
た
大
太
鼓
踊
り
。

今
月
は
、
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
番
外
編
と
し
て
、

食
欲
の
落
ち
る
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
一
品
「
魚

の
チ
リ
ソ
ー
ス
か
け
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

魚
に
は
、
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
類

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
筋

肉
や
骨
格
を
つ
く
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）

な
ど
の
脂
肪
酸
も
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
Ｄ

レ シ ピ

Ｈ
Ａ
は
脳
細
胞
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、

脳
細
胞
の
減
少
を
防
ぎ
、
情
報
伝
達
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
脳
が
活

性
化
し
、
学
習
機
能
の
向
上
や
脳
の
老
化
予

防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
血
液
を

さ
ら
さ
ら
に
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
動
脈

硬
化
を
抑
制
し
、
心
筋
梗こ

う
そ
く塞

や
脳
梗
塞
な
ど

の
病
気
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
料
理
は
、
ピ
リ
ッ
と
辛
い
チ
リ
ソ
ー

ス
が
食
欲
を
そ
そ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
暑
い

今
の
時
期
に
は
ぴ
っ
た
り
の
一
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　

番
外
編
　
夏
の
一
品
料
理

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

稲
泉
マ
リ
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●白身魚（320 ㌘）●片栗粉（適量）
●チリソース＝・ケチャップ（大さ
じ４）・砂糖（大さじ１）・しょう油（小
さじ1/2）・水（1/2カップ）・豆板醤（小
さじ１）●揚げ油（適量）

【作り方】
❶魚は３枚におろして食べやすい大
きさに切り、水気をふいて片栗粉を
まぶす❷チリソースの材料を鍋に入
れて、ふつふつとなったら火を消す
❸魚を 170 ～ 180℃の油で揚げ、カ
ラッとなったら、チリソースの中に
熱いまま入れて、全体にソースをか
らめてできあがり

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino

【日時・会場】平成 21年８月 30 日（日）
午前 10時ごろ～弁財天池広場
午後１時～南方神社境内

今年の大太鼓踊り
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vol.53◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 自 会治

「会員とのたわいもない話も楽しみの一つです」と内立さん。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

活動には子どもから高齢者まで参加し、世代間交流を深めています。

中
上
江
地
区
は
、
山
麓
線
沿

い
に
位
置
し
、
１
１
３
戸

３
４
０
人
の
農
業
中
心
の
集
落
で

す
。
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
今

後
の
農
業
経
営
に
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
元
気
な
地
域
で
す
。

①
中
上
江
秋
祭
り
＝
青
壮
年
部
主

催
で
、
26
回
目
を
迎
え
る
地
域
活

性
化
の
中
心
的
な
祭
り
で
す
。
各

分
区
か
ら
踊
り
や
歌
の
披
露
が
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

たくさんの行事で
地域が元気！ Nakauwae

（中上江自治公民館）

菜の花の植栽活動を終えて記念撮影。

２年間に及ぶ議論の末、まちづ
くりの条例市民研究会が作り

上げた「えびの市自治基本条例（素
案）」。作業も大詰めになった昨年７
月、「実際の条例になった時、しっ
かり守らなければ意味がないので
は」という意見が出て、このことに
ついて議論していくことになりまし
た。しかし、「えびの市の自治の原
則を定める条例なのに、罰則を設け
るのはおかしいのではないか」とい
う意見もあり、罰則は設けないとい
うことで協議はまとまりました。
　そんな中、「見直し規定が必要な
のではないか」という意見が出され、
検討することになりました。内容と

しては、「この条例は４年ごとに見
直すものとする」というように、条
例そのものを例えば４年ごとに見直
し、必要があれば改正していくとい
うことです。これには反論もありま
した。自治の基本になる条例なのに、
改正を前提としてよいのかどうか。
自治の基本にするのであれば、見直
しの規定は定めず、まず条例が守ら
れているかを検証し、その上で自治
の実態と合わなかったり、社会の流
れの中で古くなったりしたものを改
正していけばよいのではないか、と
いう意見でまとまりました。
　では、条例が守られているかどう
かの検証について、どのように盛り

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

②
男
の
料
理
＝
青
壮
年
部
の
男
た

ち
が
料
理
に
腕
を
ふ
る
い
ま
す
。

公
民
館
に
奥
さ
ん
方
を
招
待
し
、

昼
食
会
を
行
い
ま
す
。

③
地
域
支
え
合
い
事
業
＝
市
内
で

は
最
も
早
く
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業

の
一
つ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
、
高
齢
者
の
親
ぼ

く
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

④
環
境
美
化
活
動
＝
世
代
間
交
流

（
農の

ど

か

土
花
ネ
ッ
ト
）
と
し
て
、
道

路
沿
い
の
農
地
に
菜
の
花
を
植
栽

し
ま
す
。
菜
の
花
を
楽
し
む
の
は

も
ち
ろ
ん
、
菜
種
の
収
穫
ま
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

⑤
そ
の
他
＝
そ
の
他
に
も
、
ふ
る

さ
と
遠
足
、
六
人
衆
に
よ
る
鯉
の

ぼ
り
や
七
夕
飾
り
の
設
置
、
十
五

夜
祭
、
竹
は
し
ら
か
し
な
ど
の
行

事
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
部
、
婦
人
部
、
青
壮
年

部
、
育
成
会
等
の
各
部
が
各
種
行

事
を
計
画
・
実
行
し
、
交
流
を
深

め
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。Suenobu　Ijichi

中上江自治公民館長
伊地知季暢さん

込むかという議論をしました。具体
的に出てきた意見は、「条例が守ら
れているかの検証は、まず市が責任
を持って行うべきでは」、「その検証
は、市民の目線で行う必要がある」
などでした。そこで、市が責任を持っ
て市民と市による審議会を設置すれ
ばよいのではないかということにな
り、次のような条文を作りました。

　（条例遵守の保障）
第 17 条　市は、毎年度定期的にこの条例の
　遵守の状況を評価するため、市民と市に
　よる「えびの市自治基本条例評価会議（仮
　称）」を開催しなければならない。
２　前項の「えびの市自治基本条例評価会
　議（仮称）」に関し必要な事項は、別に条
　例で定める。
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え び の の ひ と

内立　美雪さん

ス
ポ
ー
ツ
は
、
笑
っ
た
り
話

し
た
り
し
て
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ

と
が
魅
力
的
で
す
ね
」
と
話
す
の

は
、
い
い
汗
加か

っ

つ

久
藤
ク
ラ
ブ
の
ク

ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
内

立
美
雪
さ
ん
（
永
山
区
）
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
20
年
４
月

に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
発
足
。
現
在
２
２
０
人

の
会
員
が
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

や
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
８
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
時
か
ら
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
内
立
さ
ん
は
、

会
費
を
集
め
た
り
、
体
育
館
の
管

理
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ブ

運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。「
会
員
の
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
汗
を
か
き
、
喜
ん
で
帰

る
の
を
見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
」
と
内
立
さ
ん
。
内
立
さ
ん

自
身
も
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
部
活
動
を
終

え
た
中
学
校
三
年
生
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

も
ら
お
う
と
「
中
三
サ
ー
ク
ル
」

を
今
年
７
月
か
ら
開
始
。
現
在
、

硬
式
野
球
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
あ

り
、
市
内
の
中
学
三
年
生
約
30
人

が
、
勉
強
の
合
間
を
使
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
る
生
徒
た
ち
に
は

「
楽
し
く
て
、
気
分
転
換
に
な
る
」

元気がよく笑顔の絶えない
クラブにしていきたい

と
評
判
が
い
い
そ
う
で
す
。

　
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
し
、
元

気
が
よ
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
ク
ラ

ブ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

内
立
さ
ん
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
会
員

募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
い

汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ
（
☎
０
９
０
‐

３
０
１
０
‐
２
２
９
０
）
ま
で
。

うちたて・みゆき／ 44 歳／永山区／
いい汗加久藤クラブのクラブマネー
ジャーを平成 20 年４月から務める／趣
味はドライブ、食べること、運動。

Miyuki　Uchitate
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水
源
の
森
（
上
大
河
平
地
区
）
の
草

刈
り
作
業
が
、
７
月
12
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
豊
か
な
森
林
づ
く

り
活
動
」
と
し
て
、
豊
か
な
森
林
を
つ

く
る
た
め
、
ま
た
森
林
環
境
へ
の
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え

び
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
61
人
が
参

加
。
手
が
ま
を
使
っ
て
背
丈
の
伸
び
た

草
を
刈
っ
て
い
ま
し
た
。
約
２
時
間
の

作
業
後
に
は
、
辺
り
一
面
き
れ
い
に
草

が
刈
ら
れ
、
植
樹
し
た
木
も
き
れ
い
に

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
は
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
鳥

の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
昼
食
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

京
町
温
泉
夏
祭
り
が
、
７
月
18
日
、

川
内
川
京
町
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
京
町
温
泉
夏
祭
り
実
行

委
員
会
と
未
来
塾
き
ょ
う
ま
ち
が
行
っ

た
も
の
で
、
市
内
外
か
ら
約
２
万
人
も

の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
中
央
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
園
児
た
ち
の
竹
太
鼓
や
歌
の
披

露
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
ア
サ
ミ
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
で
活
躍
す
る
着
物
ス

タ
イ
リ
ス
ト
の
冨
田
信
明
氏
に
よ
る
浴

衣
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
火
は
６
千
発
打
ち
上
げ
ら
れ
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
火

に
歓
声
と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
び
の

が
、
７
月
25
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
太
鼓
を
通

じ
て
交
流
と
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
会

場
に
は
約
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
県
内
外
か

ら
10
団
体
が
出
演
。
園
児
た
ち
の
か
わ

い
ら
し
い
演
奏
や
大
人
た
ち
の
迫
力
あ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら

は
盛
大
な
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
出
演
し
た
皆
さ
ん
は
「
と
て

も
緊
張
し
た
け
ど
、
練
習
の
甲
斐
あ
っ

て
う
ま
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
た
ち
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
」
と
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

草刈りに汗を流すボランティアの皆さん。

　

宮
崎
県
み
ど
り
の
少
年
団
活
動
発
表

大
会
が
、
７
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、

小
林
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、

え
び
の
市
み
ど
り
の
少
年
団
な
ど
、
15

団
体
の
児
童
と
保
護
者
な
ど
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
９
団
体
が
日
ご
ろ
の
活
動

内
容
を
報
告
。
え
び
の
市
み
ど
り
の
少

年
団
は
、
植
樹
や
募
金
活
動
な
ど
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
元
気
よ
く
発

表
。
審
査
の
結
果
、
見
事
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
同
団
員
の
後
藤
綾
乃

さ
ん
（
真
幸
小
５
年
）
は
、「
と
て
も

緊
張
し
た
け
ど
う
ま
く
発
表
で
き
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
牛
越

祭
り
が
、
７
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
畜

の
無
病
息
災
と
豊
作
を
願
っ
て
毎
年
こ

の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

カ
ン
コ
ビ
と
呼
ば
れ
る
赤
青
黄
の
色

物
の
布
で
着
飾
っ
た
牛
た
ち
は
、
お
は

ら
い
を
受
け
た
後
、
高
さ
50
㌢
に
設
置

さ
れ
た
丸
太
の
飛
び
越
え
に
挑
戦
。
勢

い
よ
く
跳
び
越
え
る
牛
も
い
れ
ば
、
丸

太
の
直
前
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
牛
も
い

て
、
会
場
は
終
始
笑
い
と
歓
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

牛
跳
ば
せ
の
後
、
境
内
で
郷
土
芸
能

や
舞
踊
の
披
露
、
抽
選
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
地
区
民
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

最優秀賞に選ばれたえびの市みどりの少年団の皆さん。

人と呼吸を合わせて勢いよく丸太を越える牛。

　

世
界
の
昆
虫
展
が
、７
月
18
日
か
ら
、

市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
昆
虫
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
宮
崎
県
総
合

博
物
館
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト

や
ス
マ
ト
ラ
オ
オ
ヒ
ラ
タ
な
ど
、
世
界

中
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
の
標
本

な
ど
約
60
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ

ガ
タ
と
触
れ
合
う
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

生
き
た
カ
ブ
ト
ム
シ
を
見
た
り
触
っ
た

り
し
て
、と
て
も
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
昆
虫
展
は
８
月
30
日
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。子どもたちは世界のカブトムシやクワガタの標本にくぎ付け。

　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
、
上
江

中
学
校
の
柔
道
部
松
本
沙
樹
さ
ん
が
女

子
個
人
70
超
㎏
級
で
優
勝
、
新
体
操
部

が
団
体
戦
２
位
、
マ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体

優
勝
、
同
個
人
戦
で
岩
下
涼
志
さ
ん
が

優
勝
、
前
田
春
希
さ
ん
が
３
位
と
い
う

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は

九
州
大
会
と
全
国
大
会
に
、
新
体
操
部

は
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

８
月
３
日
、
同
中
学
校
の
皆
さ
ん
は

萩
原
教
育
長
に
結
果
を
報
告
。
松
本
さ

ん
は
「
得
意
技
の
払
い
腰
を
た
く
さ
ん

決
め
て
上
位
を
目
指
し
た
い
」、
新
体

操
部
の
増
田
主
将
は
「
佐
賀
県
の
神
埼

中
や
県
大
会
で
敗
れ
た
小
林
中
に
勝
っ

て
優
勝
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。県大会で活躍した上江中の新体操部と柔道部の皆さん。

夏
の
風
物
詩
を
満
喫

豊
か
な
森
林
づ
く
り
を

太
鼓
の
響
き
と
笑
顔
に
感
動

牛
た
ち
の
勇
壮
な
ジ
ャ
ン
プ

活
動
発
表
で
最
優
秀
賞

九
州
大
会
と
全
国
大
会
へ

世
界
の
昆
虫
に
興
奮

観客だけではなく出演者も太鼓を楽しんでいました。

打ち上げられた花火（左）と竹太鼓を披露する園児たち（右）。
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◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

　５人の場合、月 1,000 円の
謝金（10 人の場合は月 2,000
円の謝金）をお支払いします。
※詳しいことは、下記までお問
い合わせください。
　　市福祉事務所福祉係

（内線 261）

　台風による停電時には、電話
がつながりにくくなることがあ
ります。停電情報は下記ホーム
ページで確認することができま
す。台風による停電時はご利用
ください。※台風等非常災害
以外の突発的な停電時には、停
電情報は確認できません。
◎携帯電話版ホームページ
http://kyuden.jp
◎パソコン版ホームページ
http://www.kyuden.co.jp
◎携帯メールサービス
　台風による停電時には、ご登
録いただいた携帯電話に停電情
報をメール配信いたします。詳
しいことは、上記ホームページ
をご覧ください。
　　九州電力株式会社都城営業
所☎ 0120‐986‐705

　市では、結婚 50 周年を迎え
る皆様をお招きして、「金婚祝
賀会」を下記のとおり開催しま
す。多数のご出席をお待ちして
います。

【開催日時】平成 21 年 11 月５
日（木）午前 10 時～正午（受付：
午前９時～）

【会場】市文化センター
【対象】昭和 34 年に結婚され
た方

【申込方法】電話またはハガキ
で市長寿介護課高齢者係（〒 88
9‐4292 えびの市大字栗下 12

92 番地）に申し込んでくださ
い（ハガキの場合は、お二人の
氏名、住所、電話番号を記載し
てください）。

【申込締切】平成 21 年 10 月９
日（金）
　　市長寿介護課高齢者係

（内線 268）

　市では、えびの市表彰条例に
基づき、本市の振興発展および
市民生活の向上等に尽力され、
その功績が顕著な方々を表彰し
ます。つきましては、平成 21
年度えびの市市民表彰候補者の
推薦をお願いします。

【対象および表彰の種別】次の
①～⑤に該当し、候補者の年齢
が原則として 75 歳以上の方と
します。ただし、特例的なもの
はこの限りではありません。
①地方自治の進展に貢献した方
②産業経済の発展に貢献した方
③教育、芸術、体育、その他の

文化の進展に特に功績が著しい
方
④公共の福祉に貢献した方
⑤市民生活向上、社会道徳の高
揚に貢献した方

【表彰式】平成 21 年 11 月３日
（火）文化の日
【推薦方法】市企画課秘書係に
用意してある功績調書を提出し
てください。

【応募締切】平成 21 年９月 30
日（水）
　　市企画課秘書係

（内線 302）

　宮崎県人事委員会では、平成
21 年度の身体障がい者を対象
とする県職員採用選考試験を行
います。

【採用予定人数】一般事務＝５
人程度、警察事務＝１人程度

【第１次試験日】平成 21 年９
月 20 日（日）

【第１次試験地】宮崎県福祉総

災害への備えは大丈夫ですか？

７月の活動状況 火災 1件 年計 10 件
［えびの消防署管内］ 救急 40 件 年計 411 件

　先月、九州北部・山口県で豪雨災害が発生しました。
　このような災害がえびの市でも発生した時、自分の身
を守るためにも、日ごろからの災害に対する備えが大切
となってきます。また、災害時には、近隣の皆さんとの
協力も必要です。災害時、円滑に協力するためには、普
段からの交流が大きな力になります。
　非常時の役割分担、連絡方法、万が一避難が必要となっ
た場合の非常持出品の準備、避難場所の確認など、日ご
ろから家族や近隣の皆さんで防災会議を開きましょう。
　台風や集中豪雨が発生した時は、洪水や土砂災害など
の危険があります。防災情報に細心の注意を払い、早め
の避難を心がけましょう。

７月の交通事故 人身 7件 年計 62 件
　発生状況 物件 26件 年計 164 件

　宮崎県内では、７月末現在、飲酒運転がらみの交通事
故が大幅に増加しており、死者、負傷者も増加しています。
　また、飲酒運転で検挙される人も後を絶たず、悪質な
飲酒運転がいまだに横行している実態があります。
　飲酒運転については罰則が強化され、
　＊酒酔い運転をすると＝５年以下の懲役または 100 万
　　円以下の罰金、免許取消し（欠格期間３年）
　＊酒気帯び運転をすると＝３年以下の懲役または 50 万
　　円以下の罰金、アルコール濃度により免許停止また
　　は取消し（欠格期間２年）
となります。「飲酒運転をしない、させない」を合言葉に、
えびの市内から飲酒運転を根絶させましょう。

飲酒運転の根絶について

　 平 成 21 年 ８ 月 30 日（ 日 ）
は衆議院議員総選挙・最高裁判
所裁判官国民審査の投票日で
す。投票所入場券（ハガキ式）
を持参のうえ、投票しましょう。

【投票所】市内各投票所※入場
券をご確認ください。

【投票日の投票時間】午前７時
～午後６時※投票日当日に不
在等で投票できない方は期日前
投票ができます。投票所入場券
をご持参ください。
期日前投票のできる期間・投票所
◎衆議院議員総選挙（小選挙
区・比例代表）＝平成 21 年８
月 19 日（水）～８月 29 日（土）
◎最高裁判所裁判官国民審査＝
平成 21 年８月 23 日（日）～
８月 29 日（土）

【時間】午前８時 30 分～午後
８時※土曜、日曜も期日前投
票ができます。

【投票所】えびの市役所本庁１
階１‐１会議室
第１投票所変更のお知らせ
　第１投票所が、飯野地区公民
館に変更になりましたので、対
象の方はご注意ください。

【変更前】えびの市民体育館→
【変更後】飯野地区公民館（飯
野小学校南側）

【対象】飯野麓区、町区、坂元区、
前田区、片馬場区の有権者
　　市選挙管理委員会事務局

（内線 421・422）

　定額給付金のえびの市の申請
期限は、平成 21 年９月 28 日

（月）までとなっています。
　対象となる方は、平成 21 年
２月１日現在で、次のいずれか
に該当する方です。
①住民基本台帳に記録されてい
る方
②外国人登録原票に登録されて
いる方
　原則、世帯主が世帯全員分を
申請・受給します。世帯主（外
国人登録原票に登録されている
方は個人）の方で、申請書が届
いていない場合は、平成 21 年
２月１日に住民登録等を行って
いる市区町村にお問い合わせく
ださい。
　　えびの市定額給付金等給付
事業推進本部（市役所本庁内）

（内線 423）

　この事業は、みんなでタク
シーに乗って、割り勘にする方
式で、地域での支えあいによる
交通確保の事業です。
　各地区内で高齢者や重度の障
がい者の方が５人一組集まる
と、この事業が利用できます。
※５人の場合、月１回以上タ
クシーを利用していただきます

（１回利用は、２人以上の乗車
が必要です）。
　タクシー利用のための連絡を
していただく「世話役」を決め
て、各地区ごとに行うものです。
利用は、買い物など、生活のた
めのものです。
◎タクシーの基本料金を助成
　５人の場合、基本料金（560
円）を月１回助成します（10
人の場合は、基本料金を月２回
助成します）。
◎世話役に対して報償金

・お知らせ・
衆議院議員総選挙および　
最高裁判所裁判官国民審査

合センター（宮崎市）
【第２次試験】10 月中旬に第１
次試験合格者に対して実施しま
す。詳細は第１次試験合格者に
通知します。

【受付期間】平成 21 年８月 28
日（金）まで
※試験案内は、宮崎県庁や市福
祉事務所にも置いてあります。
　　宮崎県人事委員会事務局総
務課☎ 0985‐26‐7259

　市歴史民俗資料館では、写真
愛好家の市民グループ「写団え
びの」の皆さんによる「写団え
びの写真展」を下記のとおり開
催します。芸術の秋を満喫して
みませんか。

【開催期間】平成 21 年９月 13
日（日）～９月 30 日（水）

【会場】市歴史民俗資料館※入
場無料
　　市社会教育課（市文化セン
ター内）☎ 0984‐35‐2268

・採用試験・

・ご案内・

写団えびの写真
展を開催します

定額給付金の申請は
もうお済みですか？

地域福祉乗り合いタクシー
事業をご利用ください　　

今年めでたく金婚式を
迎えるご夫婦の皆様へ

えびの市市民表彰候補者
の推薦をお願いします　

・募　　集・
ホームページで停電情報を
確認することができます　

身体障がい者を対象に
採用試験を行います　

・イベント・
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問
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

皆さんは、いい子、いい人、いい妻、いい夫、い
い母、いい父などになっていませんか。本音（弱

音）をだれかに聞いてもらえていますか。
　小さいころから、親や先生などに認めてもらいたく
て、自分の気持ちを押し殺していい子になろうと無理
を続けていると、いつかむなしくなり、何のために生
きているのか分からなくなることがあります。そして、
だれも分かってくれないという孤独感やむなしさは、
とても苦しいといわれています。腹が立ったらけんか
をしてもいいので、お互いに言いたいことをきちんと
言って、ゆずれるところはゆずってという話し合いの
できる人間関係を築けたらいいですね。
　ところで、自殺総合対策大綱の「自殺予防のための
行動～３つのポイント～」の〈気づき〉〈つなぎ〉〈見
守り〉の中の〈気づき〉に、「絶望感を減らすための
重要なステップとして、周りの人の悩みに気づき、耳
を傾ける」とあります。しかし、この「耳を傾ける」
ということが、簡単そうで実は難しいことです。
　小さな子どもが、「うんこ・しっこ・くそ」などと
自分の知っている言葉を集めて腹が立った気持ちを叫

気に笑
って

健康
え び の

『　会えないパパに聞きたいこと　』

ママとパパ、どうして別れたの？私、
愛されて生まれてきたんだよね？」。

一人親家庭で育つ子どもが、親に一番ぶつ
けたい質問です。離れて暮らす子どもに親
としてできることは、「愛しているよ」と
いうメッセージを送り続けること。どんな
家庭の子どもにも、無条件に愛される資格
があることに気付かせてくれる、大人向け
の絵本です。

　
　
　
太
陽
の
強
い
日
ざ
し
に
朝
顔
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑
の
カ
ー
テ
ン
暑
さ
和
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
上
江
区
　
山
本
ハ
ヤ
子

　

炎
暑
の
八
月
を
葉
月
と
も
言
う
。
色
と
り
ど
り
に
咲
く
花
も
よ
ろ
し
い
け
れ
ど
、

緑
の
季
節
は
清す
が

す
が
し
く
心
の
洗
わ
れ
る
美
し
い
時
で
あ
る
。　

　

作
者
は
、
朝
日
の
射さ

す
窓
辺
に
朝
顔
の
カ
ー
テ
ン
を
置
き
、
夕
立
ち
が
来
る
と
緑

の
涼
風
に
感
動
す
る
の
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
緑
蔭
に
憩
う
思

い
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
評　

竹
下
妙
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
星
流
る
活
断
層
の
上
に
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
区
　
川
原
伊
津
子

　

天
上
に
星
が
流
れ
、
地
下
に
活
断
層
が
走
る
。
そ
の
意
外
な
取
り
合
わ
せ
に
、
不

思
議
で
壮
大
な
詩
情
が
感
じ
ら
れ
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
宇
宙
俳
句
で
あ
っ
て
、

人
間
が
い
よ
い
よ
小
さ
く
感
じ
ら
れ
て
楽
し
い
。
天
上
を
見
上
げ
て
地
下
を
思
う
と

は
、随
分
と
大
胆
は
発
想
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評　

岩
岡
中
正
）

　
　
　
　

新
入
り
め
だ
か
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
町
区　

藤
井
れ
い
子

二
匹
の
小
さ
な
命

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
っ
て　

愛
ら
し
い

涼
し
げ
な
水
槽
の
家
で

仲
良
く
泳
ぐ
め
だ
か
に
も　

時
々

木
漏
れ
日
に
揺
れ
る
光
が

縄
張
り
争
い
の　

火
を
つ
け
る

夏
の
夕
暮
れ　

人
も　

葉
っ
ぱ
も　

魚
も

赤
く
染
ま
る　

一
瞬
が
あ
る

消防団の操法大会。今年は２年ぶりに選手として出場し
ました。私は１分団４部に所属しており、ポンプ自動

車の部。第１線のホースを延長し、さらに第２線の筒先員
を務めるという２番員を自ら希望してさせてもらいました。
結果は 2位。これまでずっと３位だったので一つ順位は上
がったものの、目標とするタイム、点数に届かなかったこ
と、優勝できなかった悔しさがこみ上げてきました。しかし、
ここまでやってこれたのも家族の理解や部員の協力があっ
たからこそです。心から感謝しています。　　　　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

ぶことがあります。子どもなりの精一杯の怒りの表現
だと思うのですが、それに対して多くの親はあわてて
「そんな言葉を使ってはいけません」と諭すようです。
実は子どもは、「ものすごく腹が立った。僕のこの怒
りの感情を分かって！」と言いたいのです。ですから、
こんな時は「○○が○○して腹が立ったのね」と子ど
もの怒りの気持ちを代弁すると、子どもは「自分の気
持ちを分かってくれた」と心が満足します。そして、「人
と人とのつながりを感じる世界」を体験し、生きる気
力が出てくるのです。
　耳を傾けるとは、子どもの発した言葉の裏にある本
当の気持ちを分かろうという姿勢です。耳を傾けても
らって気力がわくのは大人でも同じです。例えば、夫
や妻が職場の愚痴を言った時も、「そんな職場やめて
しまえば」とか「そんなこと言ってもがんばってもら
わないと困る」などと言うのではなく、「そんなに大
変な職場でよくがんばっているね。ありがとう」の一
言で、元気が出ることもあるのです。
　えびの市に、耳を傾けることができる人が一人でも
増えたらいいですね。

新川てるえ／文　山本久美子／絵
（太郎次郎社エディタス）

「
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今月の
納税

楽しく生活を送ってきました。定年を前に退職し
て、今年の三月に妻の実家のあるえびの市に引っ
越してきました。そして、現在、我が家では私が
専業主夫をしています。
　振り返ってみると、子育てはやはり妻が中心に
やったように思います。そのころ、私たちには男
女差別の意識はありませんでした。しかし、男は
仕事、女は家庭という概念は無意識のうちに二人
が共有していたのかもしれません。古いしきたり
や習慣等をすべて否定するわけではありません。
男女差別は、意識的にはもちろん、無意識でも許
されません。お互いがその人権を平等に尊重し、
認め合う環境づくりが大切だと思います。「分か
ち合う　仕事も家庭も　喜びも」。これこそが活力
ある社会づくりの第一歩だと思います。

■鞍津輪保健師（健康保険課）こころの健康　耳を傾けるとは？

『私と男女共同参画』

市県民税　　　　第２期
国民健康保険税　第２期
８月 31日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,197 人（－ 18 人）
　女性／ 11,556 人（－ 26 人）
　合計／ 21,753 人（－ 44 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,135 世帯（－ 9世帯）

（平成 21年８月１日現在）

転入／ 43 人
転出／ 68 人
出生／ 13 人
死亡／ 32 人

　男女共同参画基本法を私が耳にしたのは、施
行されて間もなくのころでした。職場の休憩室
で同僚は、「その法律は、たてまえでは男女が
常に平等であり、すべてにおいて男女として差
別されずに社会の形成に参加できると謳

うた

ってあ
るが、現実には難しいのではないだろうか。そ
れがまだしも男性としての特性、女性としての
特性をお互い認め理解した上での平等ならよい
が、男女を同一視しての平等というのは無理が
あるのではないか」と主張していました。
　この時、だれもこの法律のことを知らず、た
だ聞いていただけでしたが、彼の熱弁があまり
にも印象深く、今でもはっきりと覚えています。
　これまで、私は東京で公務員として勤務し、
住居は所沢に構え、子どもも男女二人に恵まれ

文／本田敏光さん（湯田区）
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あ
っ
た
も
の
を
廃
仏
毀
釈
の
際
、
隠
れ

て
難
を
逃
れ
た
石
像
だ
そ
う
で
す
。
二

体
と
も
高
さ
一
㍍
余
り
の
石
像
で
す
。

眼
だ
け
は
仁
王
の
よ
う
に
大
き
い
で
す

が
、
怖
い
表
情
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二

体
と
も
背
に
次
の
よ
う
に
彫
っ
て
あ
り

ま
す
。

　

享
保
十
一
年
六
月
二
一
日
奉
寄
進
仁

王
二
体
為
親
菩
提
立

　

長
善
十
七
世
徳
宥
代

　

だ
れ
か
両
親
の
供
養
の
た
め
に
寄
進

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
八
三
年
前
の

石
像
で
、
長
善
寺
住
職
墓
石
群
と
と
も

に
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
水
流
の
菅
原
神
社
の
仁

王
像
も
廃
仏
毀
釈
の
難
を
逃
れ
た
も
の

で
す
。

真
幸
院
と
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
」
を
一
二
七

号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
旧
薩

摩
藩
で
は
明
治
三
年
の
廃
仏
毀
釈
が
特

に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

寺
、
仏
像
な
ど
が
取
り
壊
さ
れ
、
一
時

は
、
一い

ち
じ
い
ん
い
ち
そ
う
に

寺
院
一
僧
尼
も
い
な
く
な
る
ほ

ど
徹
底
し
た
も
の
で
し
た
。

　

長
善
寺
は
、
日
下
部
氏
の
後
に
飯
野

城
に
入
っ
た
真
幸
院
領
主
北
原
範
兼

が
、
明
窓
和
尚
を
住
職
と
し
て
、
応
永

三
年
に
建
築
し
た
も
の
で
、
飯
野
城
の

東
に
位
置
す
る
現
在
の
飯
野
麓
地
区
の

小
字
中
島
一
帯
約
百
町
（
約
九
九
㌶
）

と
い
う
広
大
な
敷
地
に
、
寺
の
建
物
の

一
つ
で
あ
る
七し

ち
ど
う
が
ら
ん

堂
伽
藍
を
持
っ
た
大
き

な
寺
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
善
寺
は
、
北
原
氏
の
衰
え
と
と

も
に
一
時
は
す
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、

島
津
義
弘
の
飯
野
城
入
城
に
よ
っ
て
、

四
〇
〇
石
の
寺
領
を
寄
進
さ
れ
、
昔
の

面
影
を
取
り
戻
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
二
度
の
火
災
に
よ
っ
て

旧
記
類
は
灰
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
再
建
さ
れ
て
天
保
年
間

ご
ろ
、
仁
王
門
や
鐘し

ょ
う
ろ
う楼

を
有
す
る
大だ

い
が伽

藍ら
ん

を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
元
年
に
廃
仏
毀
釈
に

よ
っ
て
廃
寺
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
三
年

に
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
長
善
寺
住
職
墓
石
群
（
昭
和

四
九
年
一
月
二
四
日
市
指
定
文
化
財
）

と
宗そ

う
こ
う
い
ん
あ
と
ち

江
院
跡
地
に
現
存
す
る
柏
木
宅
に

保
存
さ
れ
て
い
る
仁
王
像
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
像
は
、
長
善
寺
の
正
門
前
に

柏木崇宅裏に現存する長善寺門の仁王像。

長
善
寺
の
仁
王
像

130

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
麦
田
勝
）

「

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


